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 大阪市立御幣島小学校 学校協議会 

１ 総括についての評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 中期目標ごとの評価 
 

【安全・安心な教育の推進】 

○令和 7 年度小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないこ

とだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を 100％以上

にする。【今年度 83.8％】【昨年度 83.0％】 

小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思い

ますか」の質問に対して、昨年度よりは上回っている。100％の中期目標の達成にはいた

ってないが、年々、少しずつ前年度を上回ってきており、いじめに対する取組を今後も継

続していってもらいたい。「いじめについて考える日」を設定し、「自分がされていやなこ

とは、人にしない、言わない。」と発信していることも評価をしたい。 

人権教育では、年間指導計画に沿った取組やゲストティーチャーによる学習を通して、

児童の人権意識が育ってきていると感じる。児童一人が安心して学び、互いを大切にでき

る学校づくりが進むことを期待する。 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

○令和７年度末の校内調査における「学校・家庭で学習する習慣が身についている」の項

目について、「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」と答える保護者の割合を

90％以上にする。【今年度 83.2％】【昨年度 83.0％】 

○令和７年度小学校学力経年調査における「運動(体を動かす遊びを含む)やスポーツをす

ることは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を 66％以

上にする。【今年度 73.5％】【昨年度 72.1％】 

今年度は、「子どもの数学的な見方・考え方を育む算数の授業～子ども自ら問いをもち、

学び進められる姿をめざして～」をテーマに研究を進められ、話し合い活動を取り入れた

授業改善により、児童の理解の深まりや自信の向上が見られた。校内調査の結果からも、

成果が確認できる。一方で、自分の考えをまとめることが苦手な児童への支援が今後の課

題である。来年度に向けて、これらの課題をふまえて取り組んでいってほしい。 

中期目標の「学校・家庭で学習する習慣が身についている」の項目のように、家庭教育

でも、タブレット端末の活用が進んでいる。さらに、デジタルドリルやインターネットを

「豊かな心を持ち、未来を切り拓く子どもを育てる」という学校教育目標のもと、学

校運営の中期目標の達成に向け年度目標を設定し１年間のふり返りをすることで、丁寧

な取組を進めている。学校運営の中期目標は、達成に届かない項目が多かったが、高い

水準の目標設定値を定めていたことも一因としてある。落ち着いた状況の中で教育活動

ができているのは、日ごろの教職員一人一人のきめ細やかな指導、そして、学年・学校

全体として工夫しながら改善を重ねてきた結果である。引き続き、スマホなどの SNS の

使い方をどう指導をしていくか、保護者や地域とも協力しながら、低学年からの指導を

進めていただきたい。今後も、教科指導や学級経営などの教師力の一層の向上も期待す

る。日々の教職員の努力には、頭がさがる思いである。課題解決や目標達成のために、

児童が自分らしく過ごせる自己肯定感や自尊感情を大切にした教育活動を様々な場面で

働きかけていただいていることは評価できる。 



使った自主的な学びが家庭教育でも拡大していくことを期待する。 

体育科では、学習カードや個人目標の設定といった工夫が意欲向上につながっており、

「運動が好き」と肯定的に回答した児童は 88％と高い割合を示した。授業準備の工夫や

屋内での活動機会の確保など、指導の充実を図る取組も評価できる。 

【【学びを支える教育環境の充実】 

〇令和７年度末の校内調査の「日々の学校生活の中で、学習者用端末を活用している」の

項目について、「ほぼ毎日」と答える児童の割合を 100％にする。 

【今年度 87.9％】【昨年度 86.5％】 

本年度は、ゆとりの日の確保や会議時間の短縮が進み、働きやすい環境づくりに大きな

進展があった。校内研修も、計画的に実施できたことは評価できる。一方で、学習者用端

末の活用に差が見られ、ICT活用の質をさらに高める必要性がある。机・椅子の調査も年2

回以上実施し、適切な環境整備が実施できている。 

来年度は、短時間でも効果的な研修方法を工夫し、業務効率化と学びの充実をさらに両

立させることを期待したい。あわせて、ICT研修を強化し、児童がより主体的に端末を活

用できるよう環境を整えていくことが重要である。 

さらに、働き方改革を進めながら、児童にとってより良い教育環境の充実を今後もめざ

していくことを期待する。 

 

３ 今後の学校園の運営についての意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年度も、学校選択制で本校を選ぶ人数がさらに増えている。これは、日々の教職員

の努力の結果ではあるが、さらに研鑽をつんでいっていただきたい。今後も、人権教育

を中心に考えながら、「楽しい」御幣島小学校になるように、今年度の「運営に関する計

画」の結果から課題の分析をしっかりとしてもらい、来年度の学校運営に活かしていた

だきたい。 

令和 8 年度は、体育館や特別教室のエアコン設置工事が予定されている。教育活動が

円滑に進められるように、配慮しながら実施していただきたい。丁寧で粘り強い対応を

重ねると共に、学力だけでなく体力に関しても更なる向上を図ってもらいたい。これか

らも、児童一人一人の学びと成長を支える教育活動がさらに進むことを期待する。 

 


